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高 壓 氣 胆 璽.縮 機 完.成 發 表.會

挨 拶 並 に經.:過報.告

昭 和十 九.年互月.六日

主雌者どして最初に御挨拶申し上げます.本 日は

康局彌噸 大にして各位露めて御多忙の曦 小生の

研究室に於ける氣餉蹊縮機完或の盛褒食尠案丙申上

げナニる闘』.かく多數御來臨を辱.うして,麟 拓卉究室.

員一同煉 の至bでth,bま すi

本超鵬}ま 小生め研究窒 としで十年前よケ

これを得様 ≧.・匚湘癢け、最初モまフラ'ンスより求めん.と

欲しt中 ゐ豫算關係で其の邂びに至bま せんセした.

依つて自力で製作し樣.と決oし てすでに玉:ケ年,着

手してmeケ 年の歳月を經τ茲に完成しナニ次第であ

ります.

勿母声φ毒誡を用ひての硫堯は今縁にあ肪 その

成果は今後量;腑.陣 醜 ので勒 ますカ`・こ噂

曜 驗晦 め帯 別のもので靹,卑 づ椴鼓が出來

ると言ふ事が第一碧であつて.機聴が出來なければ研.

究も出來ない・一機械が出來tt.と冒ム事は彌 研々堯に

蒄弓「が幽來ゐと言ム事で,吾 人としてな卑づ第一段

衄 軅 賺 物 琲 獅 尠 莇 砌 であb.ま.キ

此の慧昧に於て今迄 小生醗究室 め耕究を,色 々直接

聞接1=御 後援下さつt方 々に.見て頂いτ,吾 人の喜

びを分つて頂さたいと思ひ 御案内申し上げた弐第で

あ り,時 局柄燭運轉式 と言ふ檬の催 も.出來・鱈 只機

械がど⑳橡の物か見で1買き度い と考ぺれ次弟であ.b

ます,.こ の機會に此の農賊が出來上るまでの曲 を

申し述べさせて1買きます.

一瞳,.羅 の高匿の仕事は ラランスが邁歩してゐ

まず・ 勿論固磴液臆等,水 駆式で高壓を輿へる,'そ

れは+藪 萬籟 迄 も食驗.されτゐます。 主 と㌣τ琴

英の研究:でφります.然 し氣騰を極めτ継 ドする.

事 は,ク ロ尸 ドなどの察氣の液化の機賊の關係から,

クロ」 ドは千氣匿でアム毛昌アの合威をかの第一次

枇界大戰の直後成功 しまして,日 本でも東洋高壓株

式倉瓧で麟 して ゐます・ 千氣塗は工莱 に用ひら
コ

れτゐる.最高壓であつτ,フ ランスの按術であ りま
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す▽ζの機の闔係から}千剰堅以上の超高壓の短
.度縮は,ラ.ンズのバセーが糎賊を作つryF的 の.

ものであ.るが市場に.出しでゐfi.めであ.hます・.ベ

セー自身は化摩者でないから.餘.b.{躡的の實臓をや

って居.りません・吾人は化學者.tLLは,筒 壓の化

飯 晦の研究を龝 し掻 の必要を感り,捷 つてこ

碗 騨 唄 昧矧 悼 たので妙 鉾 ヒ ζの .
バセーの鰍 を求膿 甦 τ高壓の化甑 鱶をや

つi見 樣と思つて,始 あて叢算.を晴求したのが十年

以前であつ浸 思ひます・然し砌 麟 蝉 學部や

.化學観究所でも中kカ を入れて貰ぺも 大學自饋巌.

算あ通遏が中々むつか.しかつisのrtあ5.ま..す・:そこ

で潟軍に腰援を.求めま.した.海 軍でも.技衛者の申.

には輿味を持つてゐ:るカ もあつ.たが∫皹 の申で穣..

:恥 醐 しない・.騨 の雷局で:も顧 珀 的を匪圃 ご

田來ない時は中 隷々算ち通遏しない.面 白馬・亭が出

來F..う.だ.とか,學澗的ρ興味ぢけでは駄目であつた.

けであhま す..
幽そめ辭 末

,東 京の藤騰f鰓 化學の

研究の爲め三萬圓を私に寄附しで漬}・た.芙 の時代

の耳萬口ば現在と異つて大金セあhま ず.夫 れで日

本物理化學研翆會を設立し.ましナニ その確 愈が現..

賦の臟 しzゐ る事は御承知の事と轟ひます豆.そ

あ研究禽の瑛莱の一つ.に高壓化學の研究をも加へi・.

のであうます・

か壕にレて,政 府の種算から申々佛國の機械を融

入す砺 法は無いので・a本 耳逮の煮眼 冲 野

家畝 に融 一の超翻 膿 の餌 をす・陟 勿論

郎 ち1二騨 あ價働 ・どれだ嚇 る殊 窟価 る・

然し兎に湧日本の高壓技術の遑歩め盤に敗萬圓を投

ぜられん事をす、.めナ:.中野氏快謡しτkセrの 匿

繖(五 干氣黶}の分一鸛ら 目曹の會肚墨=臓入される`

帯となり,艀山博士`當時日曹按鮖)は短期閥「ξあつ

たが瑞 佛へ融 術の研究に渡厭しf其 の後,歸
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山博士は日胃にで.高聯 を.自ら研究髄網1レで,然.
かも機戚を自ら殴計する事の串來るまでに自分で研

究を行つゴ=のであり.ます・.

「方勲室の方では中k高麟 究の摯算暗無く困灘
であ?7;が ・女部省科學研罕輩が出來て(荒木文部大

臣の時㈹ やつと始あて共の援助で鞴 が串來る橡 ・

になつた・脚ち,佛國よ.b椴械購入を思ひ切b,日

本唹 ㌍ 分の手聯 碍 曜 耀 の肺 り静
→輝 鞍 贈 唹 τば譜 時の學購 次長肢

多動海軍中將がこの間周に興昧を詩つて非常に後援.

して項き}學購 化學の委員會を誤け,その申φ

仕事の一?としτ趨高脚 を製作する寥と

.しτ發足する稼にな`Pたのは今から三年前であn.ま
す≦

`嘱 蜘 博キは囎 顔 て.日瞳 蹴 ・脚
研究所の囑託とレて激室に研究して居b,耳 ら.この

超高歴渥縮機の製邉に力をそそぐ事となg#,..歐H

博士は脅ら.その設計を行ρたので.あります.

..鬚づ問題になるのは・そ.の資材,特 撞辮訂でφ哉

←p1'3i干 氣壓≧貫うが・一一干方雫ンチr-hNl=

享頓の恥 が加はつtゐ る.・普通の六砲攣射嘴 砲

.内の勵 最高三干位の程庠.と云み事を考へτ見れば,

.五千騒 〔ウ壓縮機は大砲の.樣のもの,そ の.枯料.も

.糲 φも.の網 の事匐解うに¢る.t,g3,)之壁 う

レて蘇 醐 では鶴 醜 い・ 脚 の皺 助郷 鮒

れ匿な5.7d4.OJで,.御瀬ぴしで昭和i㌔・年i'一月一

.日海軍艦政本部第一部琿であつた貧村登太郎氏から,

旻騨 輩 矧 受りの.籘 の繭 勘;5,+六

年四月八日,理躍1部長より盂式に果工廣1;依輯する

事になhま した.
一年有銓の後p昭 和†七年ノ～月「日,碧 託最京大

にて受領 し.まし1.. .此は主要郎の材料の鍛造.と加工

1'1
揚 信 吉VoLXIX.

1
.で.あつ匹 各郎分品,加 工,組 立等は欝山氏が民間

工壗を指導して行つたが,段 」b緊遉せ る.情勢の賃仕

翻 ま酬堆を毬珍た..
ひ

、.腰爭曝 行と共に工員の融 ・應召・.設船 團⑱

細 政等で,民間に於τ此の如き作業に困雛を極
ゆ ナ

φ瀚 「.騨1励 勦 の齦1昨 年+=月 ・鉾 聞.
の工作品納入,廣 島から京都への荷造,:釘 等にも.大

變の苦心をして本年に入b}京 都で組:立て,.本 年三

月十一日.,學振第十五特別委員會に於て運轉状況を
}

見,.始 めて五千氣騒§まで到津 したのであ.わます...

覊黐繍灘欝覊慧
・の爲懲 脚?#め に實に鯰 であbます・
又帽 ゆ 御鋤 特噬 波餌 蝿 の脚1;

多大の盛謝奪捧げる一.本日、波多野閣下にーこの機械
ユ 　

の見て即 ぬのは實に齢 の勁 であり・.嫉 瀞

鯛 卞蹴 を見られ鶴 婀 唔 ばμ7・事かLag像

しま鱈 然し雌 多鋼 下噸 志を恥 でBWW

齦 帥 即 饑 仂警 つて偽'… 詠 閣下の棘

よb御 來臨は,吾 人の特に光榮とすξ處であ.bま†L

ヌ航室技術協舎,聾 卩研究蕨・其の他に の高匿め捜

瞭 作確 にそ醍 れ攤 援警 づ紡 タ撃厚㈱
謾 します次第であり.ます三　

但レ鱒 紬 來ナ・のは磯 幌 「綿 ζ耡 ・ら此.

を糊 し㎜ して今即 確 をやつて行擁}鶏 ら
nの であ.bま す.

而 レて漸しい,特 に歐米の模放で琴い.漸 しい處の

競究をやって行 さ度い・ それには此φ時代色々の困

鰰 絆 ふ1二 れ」二鵬 迄吾人を磁 下さつt_力刷

き績いτ宜しく轡願ひして,今 後の威果を見て頂き

度い と思ふのてあbま.す ・1. .
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第八、回.理事倉 一1
昭莉1951三4..月519午俵四時 ヨ.:%於 京都帝大紬長室
出席者 大宰禽畏,.羽 田恕事長,換 井現4も 知魯常務瘋鵲 鏡江監事ゴ藕疎髯事,萩 原Eas,松 山監瑪

永渡鑪輯幹事,松 井(隆)主 恥

協議癖項1昭 和1転17,1歪 鄭F嘩i敦玄洪算報貨疎昭釦19年 暖豫鱗 譲 一.

1事 桑報告1)1雑 誌刊行.ノ件,7)寄 附行爲ノ件

匸 農:事 ユ).尸餅 翻 賦 咽 スル件.!

超 高壓氣體壓鰭椴完旗猛表倉
昭和璽9年5,」6日 午畿十時 魯り,於 京都帝大理學部化學戦室梅理化崇部

D鍵 遏 雜 告.堀 場 償.吉敬畏
2)藤 井特鋤賞授輿 豺 田 亭 纏 憂. .1●
3)受 貧者菷演 「趨商匪塵縮攤に就で」.瞬山.亮博士 ・.
4)超 高匪壓縮攤貴瞼.. 一
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